
高
 
橋
 
け
ん

一
 

小
山
内
 
ト

モ
子
 

ん
 

ら
 

芸
 

文
 

ま
た
た
び
酒
効
く
の
効
か
ぬ
と
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
 
さ
わ
や
か

な
 

力
ッ
コ
ウ
の
声
で
目
ざ
め
 

今
日
と
云
う
日
の
 

石
ひ
と
つ
ど
け

て
棚
田
の
水
落
す
 
一
日
が

始
ま
る
 

ョ
シ
キ
リ
、

ス
ズ
メ
、
力
ラ
ス
も
 

恋
敵
ひ
と
つ
年
上
力
草
 
に
ぎ
や
か
に

起
き
出
し
 

合
唱
し
て
い
る
 

ど
こ
か
遠
く
で
、

ニ
ワ
ト
リ
も
 

い
わ
し
雲
風
合
瀬
の
沖
は
韓
の
国
 
朝
だ

と
叫
ん
で
い
る
 

朝
食
の
仕
た

く
を
 

胸
出
せ
ば
少
女
の
匂
ひ
赤
い

羽
根
 
し

な
が
ら
 
私
は
 

ニ
階
に
向
か
っ
て
起
き
ろ
と
 

叫
ん
で
い
る
 

寄 

 

稿 

 

  

  

立
ち
づ
く
す
（
相
撲
甚
句
）
 

夢
 

折
戸
谷
 

勉
 

折
戸
谷
 

勉
 

火
事
ダ
ー
、
火
事
ダ
ー
、
ど
こ
火
事
ダ
バ

ー
 

ー
雲
に
そ
び
え
る
岩
木
山
、
陸
奥
の
国
で
は
八
甲
田
山
 

お
江
戸
で
名
高
い
愛
岩
山
、
京
都
で
名
高
い
東
山
 

新
寺
町
の
豚
小
屋
火
事
ダ

ー
 
豚
の
鵬
丸
焼
ダ

ー
 

三
国

一
の
富
士
の
山
、
噴
火
で
名
高
い
浅
間
山
、
心
中
で
不
名
誉
な
 

浅
間
山
 

小
便
ポ
ン
プ
、
ぶ
つ
か
け
る
 
婆
様
お
前
立
っ
て
見
で
な
い
で
 

天
狗
の
出
た
の
が
鞍
馬
山
、
鬼
の
出
た
の
が
大
江
山
 

爺
様
お
前
ボ
ケ
だ

の
が
、
頭
少
し
お
か
し
ぐ
な
っ
た
で
は
な
い
が
 

ー
昔
紫
前
松
浦
で
加
藤
左

1
門
重
成
の
、
忘
れ
形
見
の
石
動
丸
が
父
を

訪
ね
て
高
野
山
 

男
子
供
産
む
こ
と
で
き
る
か
い
、
や
っ
て
見
る
 

大
阪
落
城
の
そ
の
時
に
、
木
村

・
片
桐
の
両
将
が
、
駒
の
別
れ
が
茶

臼
山
 

し
ん
 

新
寺
町
の
杉
の
芯
子
さ
、
雀
止
ま
っ
て
る
 

吉
良
の
仁
吉
や
国
定
忠
治
、
喧
嘩
で
男
を
売
っ
た
の
は
、
荒
神
山
や
 

赤
城
山
。
 

四
万
四
千
四
百
四
十
四
羽
止
ま
っ
て
る
 

相
撲
で
名
高
い
常
陸
山
。
大
正
時
代
で
は
大
刀
山

・
杉
木
山
 

昭
和
で
無
敵
な
双
葉
山
、
こ
れ
程
の
山
を
語
っ
た
な
ら
ば
、
 
一
つ
位
 

巣
喰
っ
て
止
ま
っ
て
る
 

は
忘
れ
る
な
よ
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
 

朝
起
き
で
眼
を
開
け
た
ら
夢
で
し
た
 

（
 

)
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落
す
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叫
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仕
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叫
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句
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折
戸
谷
 

勉
 

火
事
ダ
ー
、
火
事
ダ
ー
、
ど
こ
火
事
ダ
バ

ー
 

ー
雲
に
そ
び
え
る
岩
木
山
、
陸
奥
の
国
で
は
八
甲
田
山
 

お
江
戸
で
名
高
い
愛
岩
山
、
京
都
で
名
高
い
東
山
 

新
寺
町
の
豚
小
屋
火
事
ダ

ー
 
豚
の
鵬
丸
焼
ダ

ー
 

三
国

一
の
富
士
の
山
、
噴
火
で
名
高
い
浅
間
山
、
心
中
で
不
名
誉
な
 

浅
間
山
 

小
便
ポ
ン
プ
、
ぶ
つ
か
け
る
 
婆
様
お
前
立
っ
て
見
で
な
い
で
 

天
狗
の
出
た
の
が
鞍
馬
山
、
鬼
の
出
た
の
が
大
江
山
 

爺
様
お
前
ボ
ケ
だ

の
が
、
頭
少
し
お
か
し
ぐ
な
っ
た
で
は
な
い
が
 

ー
昔
紫
前
松
浦
で
加
藤
左

1
門
重
成
の
、
忘
れ
形
見
の
石
動
丸
が
父
を

訪
ね
て
高
野
山
 

男
子
供
産
む
こ
と
で
き
る
か
い
、
や
っ
て
見
る
 

大
阪
落
城
の
そ
の
時
に
、
木
村

・
片
桐
の
両
将
が
、
駒
の
別
れ
が
茶

臼
山
 

し
ん
 

新
寺
町
の
杉
の
芯
子
さ
、
雀
止
ま
っ
て
る
 

吉
良
の
仁
吉
や
国
定
忠
治
、
喧
嘩
で
男
を
売
っ
た
の
は
、
荒
神
山
や
 

赤
城
山
。
 

四
万
四
千
四
百
四
十
四
羽
止
ま
っ
て
る
 

相
撲
で
名
高
い
常
陸
山
。
大
正
時
代
で
は
大
刀
山

・
杉
木
山
 

昭
和
で
無
敵
な
双
葉
山
、
こ
れ
程
の
山
を
語
っ
た
な
ら
ば
、
 
一
つ
位
 

巣
喰
っ
て
止
ま
っ
て
る
 

は
忘
れ
る
な
よ
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
 

朝
起
き
で
眼
を
開
け
た
ら
夢
で
し
た
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I 
Il 
I 

金
木
町
文
化
賞
（
功
労
賞
）
受
賞
す
 

ー
山

中
長
「
廊
氏
、
秋
元
惣
之
進
氏

ー
 

平
成
十
年
三
月
十
一
日
、
わ
が
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
、
会
員
、
 

山
中
長
三
郎
、
秋
元
惣
之
進
両
氏
は
、
永
年
に
亘
り
、
金
木
町
の

史
跡
・
歴
史
の
調
査
研
究
活
動
を
続
け
、
そ
の
記
録
を
発
表
し
、
 

金
木
町
の
歴
史
文
化
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
を
認
め
ら
れ
、
金
木

町
文
化
賞
（
功
労
賞
）
を
受
賞
し

た
。
尚
、
こ
の
祝
賀
会
は
平
成

十
ニ
年
六
月
十
六
日
「
奥
津
軽
」
に
於
い
て
盛
大
に
催
さ
れ
た
。
 

山
 
中
 
長
三
郎
・
・・

 

秋
 
元
 
惣
之
進
・
・・

 

1
 一．

 
 
惣
 
、

I
 

長
 
早
窃
贋
器
超
些
 
出
 
町

l
 」

 
之
 
三
 
六
 
労
 
文
 
調
 
秋
 
月
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津
軽
弁
 
村
の
笑
い
話
こ
 

「
名
 

医
」
 

患
者

「
先
生
、
舌
が
痛
く
て
ご
飯
が
喰
べ
ら
れ
な
い
ん
で
す
。
」
 

医
者
「
ど
れ
ど
れ
、
べ
ロ
を
出
し
て
ご
ら
ん
。
 

う
ー
ん
。
赤
く
た
だ
 

。
 

」
 

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
ね
。
 こ
れ
は
ひ
ど
い

患
者
「
な
ん
と
か
な
り
ま
せ
ん
か
？
 
。

」
 

医
者
「
そ
れ
じ
ゃ
、
政
治
家
に
な
り
な
さ
い
ノ
。」
 

（
や
ぶ
野
 
竹
林
）
 

津
軽
弁
 
村
の
笑
い

話
こ
 

「
チ
 
ー
 
ン

」
 

孫
娘
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
 お
か
ず
買
っ
て
き
た
か
ら
食
べ
て
ね
ネ
。
 チ

ー
 

ン
す
る
だ
け
で
簡
単
だ
か
ら
、
便
利
に
な
っ
た
わ
ネ
。」
 

祖
父

「
あ
り
が
と
う
。
 

で
も
、
チ
ー
ン
す
る
だ
け
と
言
っ
て
も
ワ
シ

は
仏
様
の
ま
え
で
チ
ー
ン
す
る
の
は
で
き
る
が
 
。

世
の
中
便

利
に
な
る
ほ
ど
ワ
シ
ら
に
は
不
便
だ
よ
。
 
 

」
 

（
や
ぶ野
 
竹
林
）
 

年
 
月
 
日
 

総
会
、
 

歴
 
史

探
訪
、
 

講

演
会
、
 

講

師
、
 

発

行
等
 

嘉
瀬
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
結
成
、
第

一
回
総
会
 
会
長
に

山
中
正
津
氏
選
任
 

「
嘉
瀬
十
年
」
 
の語
源
に

つ
い
て
研
究
会
 

嘉
瀬

旧
道
、
嘉
瀬
城
跡
実
地
踏
査
 

嘉
瀬
八
幡
宮
最
興
の

棟
札
等
調
査
 

村
内
神
社
踏
査
 

村
内
遺
跡
踏
査
 

村
内

旧
道
実
地
踏
査
 

村
内

お
寺
墓
地
散
策
 

村
内
史
跡
調
査
資

料
に

よ
る
研
修
会
 
講
師
 
佐
野
洪
氏
 

人
丸
神
石
金
木
伏
見
宅
庭
よ
り
嘉
瀬

八
幡
宮
へ
移
転
す
 

第
二

回
定
期
総
会
 

人
丸
神
石
の
敷
地
整
備
、

石
段
工
事
行
う
 

中
柏
木

「
う
も
れ
木
」
実
地

調
査
 

津
軽

半
島
安
東
史
跡
巡
り

（
福
島
城
、
唐
川
城
、

日
吉
神
社
、
湊
迎
寺
、
柴
崎
城
）
 

嘉
瀬
薬
師
神
社
の

還
状
列
石
調
査
 

弘
前
地
区
史
跡
巡
り

（景
勝
院
、

長
勝
寺
、

誓
願
寺
、
革
秀
寺
、
巌
鬼
神
社
、
大
石
神
社
）
 

第

三
回
定
期
総
会
 

村
内

イ
ゴ
グ
穴
の
実
地
踏
査
 

四
ケ
所
 

浪
岡
地
区
史
跡
巡
り

（浪
岡
城
、
北
畠
家
墓
所
等
）
 

54 53 52 
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探
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年
 
月
 
日
 

総
会
、
 

歴
史

探
訪
、
 

講

演
会
、
 

講
師
、
 

発
行
等
 

営
林
署
よ
り
丸
太
払
下
げ

史
跡
等
に
標
柱
設
置
 

中
・
弘
前
区
史
跡
巡
り
（
高
杉
中
別
所
板
碑
、
東
照
宮
、
誓
願
寺
山
門
）
 

村
内
遺
跡
研
究
会
 
講
師
 
佐
野
洪
氏
、
木
立
民
五
郎
氏
 

第
四
回
定
期
総
会
 

二
つ
森
遺
跡
実
地
調
査
 

第
五
回
定
期
総
会
 
会
長
に
木
村
治
利
氏
選
任
 

「
ふ
る
さ
と
の
か
た
り
べ
」
第

一
集
発
刊
 

中
柏
木
城
跡
地
散
策
 

岩
木
山

一
周
史
跡
巡
り

（
亀
ケ
岡
考
古
館
、
大
石
神
社
、
弘
西
林
道
、
種
里
城
跡
）
 

嘉
瀬
、
川
倉
賓
の
川
原
地
蔵
尊
散
策
 

第
六
回
定
期
総
会
 

「
ふ
る
さ
と
の
か
た
り
べ
」
第
二
集
発
刊
 

R
A
B
「
き
ょ
う
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
」
に
木
村
治
利
氏
 

中
柏
木

・
小
栗
崎
神
社
基
地
調
査
 

嘉
瀬
観
音
様
山
の
遺
跡
散
策
（
観
音
様
、
薬
師
堂
、
山
の
神
堂
）
 

尾
上
町

・
田
舎
館
村
遺
跡
巡
り

（
青
森
入
内
石
神
、
垂
柳
遺
跡
、
五
所
川
原
平
山
家
）
 

嘉
瀬
ね
ぷ
た
愛
好
会
と
座
談
会
 

第
七
回
定
期
総
会
 

「
ふ
る
さ
と
の
か
た
り
べ
」
第
三
集
発
刊
 

人
丸
神
石
遷
座
例
祭
施
行
 
嘉
瀬
八
幡

宮
 

湯
の
沢
地
蔵
・
十
ニ
本

ヤ
ス
実
地
踏
査
 

58 58 57 56 55 

9 7 7 4 8 8 8 7 7 6 4 9 8 8 6 4 5 4 1 12 11 
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1 
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年
 
月
 
日
 

総
会
、
 

歴
 
史

探
訪
、
 

講

演
会
、
 

講

師
、
 

発

行
等
 

第
八
回
定
期
総
会
 

妙
光
庵
史
料
調
査
 

山
中
雄
湖
氏
保
存
蔵
書
調
査
 
明
治
ー
昭
和
山
中
家
記
録
 

ヤ
バ
台
城
跡
地
探
求
 
多

々
良
沢
一
帯
調
査
し
た
が
未
発
見
 

「
郷
土
の
歴
史
を
探
る
」
講
演
会
 
講
師
 
平
山
久
夫
氏
他
 

「
イ
ゴ
グ
穴
」
無
縁
仏
供
養
祭
施
行
 
於
馬
頭
観
音
堂
敷
地
 

「
ふ
る
さ
と
の
か
た
り
べ
」
第
四
集
発
刊
 

津
軽
半
島
史
跡
探
訪

（尾
別
宮
越
家
家
宝
だ
る
ま
大
師
他
）
 

古
い
仏
壇
調
査
 
原
田
文
芳
氏
、
木
下
俊
蔵
氏
、
沢
田
政
孝
氏
、
鳴
海
勲
氏
所
有
 

講
演
会

「
昔
の
農
村
生
活
と
年
中
行
事
」
 
講
師
 
小
舘
衷
三
氏
 

第
九
回
定
期
総
会
 

鳴
海
勲
氏
り
ん
ご
園
発
掘
調
査
 
土
師
器
等
発
見
 

八
戸
地
区
史
跡
巡
り

（
岩手
県
浄
法
寺
町
天
台
寺
、
三
戸
城
、
八
戸
博
物
館
、
キ
リ
ス
ト
墓
地
）
 

年
忘
れ
放
談
会
 

鬼
子
石
像
研
究
家
加
藤
慶
司
氏
と
座
談
会
 
鎌
田
稲
辰
氏
宅
 

「
ふ
る
さ
と
の
か
た
り
べ
」
第
五
集
発
刊
 

第
十
回
定
期
総
会
 

秋
田

・
岩
手
県
史
跡
散
策

（
是川
遺
跡
、
根
城
跡
、
櫛
引
八
幡
宮
、
岩
手
県
天
台
寺
、
秋
田
県
尾
去
沢
、
大
湯
ス
ト
ン
サ
ー
ク
ル
、
階
楽
園
）
 

嘉
瀬
水
車
小
屋
跡
地
調
査
 

喜
良
市
湯
の
沢
実
地
調
査

（
五
所川
原
市
飯
詰
石
の
塔
沢
、
高
楯
城
跡
散
策
）
 

「
ふ
る
さ
と
の
か
た
り
べ
」
第
六
集
発
刊
 

62 61 60 59 

3 9 9 7 4 2 1 12 8 6 4 1211 8 8 7 6 6 6 5 4 

30 23 21 26 17 15 2 14 9 4 12 8 H 18 1 29 23 10 2 19 25 
1 
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1 	 1  
11 	 25 

4 3 2 元 63 

4 4 10 7 6 5 4 9 6 11 7 6 7 5 3 3 12 9 7 4 

22 7 1 10 7 19 24 1 30 26 2 5 24 29 31 25 14 20 1 21 

年
 
月
 
日
 
 

総
会
、

F
歴
 
史
探
訪
、
 

講

演
会
、
 

講
 
師
、
 
発

行
等
 

第
十
一
回
定
期
総
会
 

安
倍
・
安
東
に
係
わ
る
文
化
講
演
会
 

岩
木
山
麓
史
跡
巡
り

（
木造
町
カ
ル
コ
、
森
田
村
下
相
野
、
弘
前
市
国
吉
板
碑
、
赤
倉
神
社
、
大
石
神
社
、
巌
鬼
神
社
）
 

R
A
B

「黒
川
桃
太
郎
」
の
取
材
 
外
崎
三
千
男
氏
宅
 

金
木
町
よ
り
褒
賞
状
授
与
 

「
ふ
る
さ
と
の
か
た
り
べ
」
第
七
集
発
刊
 

第
十
二
回
定
期
総
会
 

下
北
半
島
の
歴
史
を
尋
ね
て
（
東
通
村
ヒ
バ
埋
没
林
、
恐
山
、
仏
ケ
浦
、
安
部
城
）
 

第
十
三
回
定
期
総
会
 

「
奴
踊
り記
念
碑
」
の
整
地
、
土
盛
り
作
業
 

青
森
小
牧
野
遺
跡
探
求

（
棟
方
志功
館
、
弘
前
石
羽
家
）
 

「
ふ
る
さ
と
の
か
た
り
べ
」
第
八
集
発
刊
 

第
十
四
回
定
期
総
会
 

小
田
川
城
柵
復
元
工
事
と
空
掘
に
橋
架
け
作
業
 

第
十
五
回
定
期
総
会
 

お
城
山
に
標
柱
建
立
 

「
北
方
児
童
文
集
発刊
の
集
い
」
に
山
中
正
津
氏
、
沢
田
薫
氏
出
席
 

「
わ
ら
び座
」
と
の
ふ
れ
あ
い
の
旅
（
秋
田
県
鹿
角
市
わ
ら
び
座
本
部
、
雫
石
、
啄
木
記
念
館
）
 

鹿
角
市
生
涯
学
習
奨
励
員
と
懇
談
会
 
木
村
治
利
氏
出
席
 

「
ふ
る
さ
と
の
か
た
り
べ
」
第
九
集
発
刊
 

第
十
六
回
定
期
総
会
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年
 
月
 
日
 

総
会
、
 

歴
史

探
訪
、
 

講
演

会
、
 
講
師
、
 

発

行
等
 

嘉
瀬
商
業
会
の
郷
土
の
歴
史
に
つ
い
て
 
講
師
 
山
中
正
津
氏
 

相
馬
村
の
歴
史
探
求
の
旅

（
長慶
天
皇
参
考
墓
地
、
田
舎
館
村
垂
柳
）
 

第
十
七
回
定
期
総
会
 

嘉
瀬
子
ど
も
会
に
村
の
史
跡
説
明
会
 

町
教
育
研
究
会
に
嘉
瀬
の
史
跡
に
つ
い
て
 
講
師
 
木
村
治
利
氏
 

「
ふ
る
さ
と
の
か
た
り
べ
」
第
十
集
発
刊
 

第
十
八
回
定
期
総
会
 

町
教
育
研
究
会
第
二
回
社
会
部
会
に
 
講
師
 
木
村
治
利
氏
 

三
内
丸
山
遺
跡
を
遺
す
会
に
寄
付
（
一
〇
〇
〇
〇
円
）
 

第
十
九
回
定
期
総
会
 

町
歴
史
学
習
会
観
音
山
と
福
の
神
 
講
師
 
木
村
治
利
氏
 

町
歴
史
を
知
る
会
 
十
二
本
ヤ
ス
 
講
師
 
木
村
治
利
氏
 

R
A
B

「
か
っさ
い
青
森
」
当
会
を
取
材
 

新
潟
大
学
教
授
大
橋
勝
雄
氏
他
二
名
 
津
軽
弁
調
査
に
来
訪
 

東
北
大
学
院
生
大
橋
純
一
郎
氏
 
第
二
次
津
軽
弁
調
査
に
来
訪
 

「
ふ
る
さと
の
か
た
り
べ
」
第
十
一
集
発
刊
 

第
二
十
回
定
期
総
会
 

津
軽
半
島
東
海
岸
史
跡
巡
り

（
今別
町
本
覚
寺
、
海
雲
洞
、
蟹
田
町
観
欄
山
）
 

嘉
瀬
奴
踊
り
保
存
会
と
会
合

（N
H
K
取
材
の
件
）
 

第
二
十
一
回
定
期
総
会

（
嘉瀬
を
わ
が
ふ
る
さ
と
に
改
正
）
 

津
軽
半
島
西
海
岸
史
跡
巡
り

（
鯵
ケ沢
町
種
里
城
、
関
の
古
碑
、
深
浦
町
円
覚
寺
）
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津
軽
弁
 
村
の
笑
い
話
こ
 

「
鯉
 
の
 

餌

」
 

中
学
校
の
修
学
旅
行
は
、
金
沢
の
兼
六
公
園
で
し
た
。
 

池
に
は
、
沢
山
の
錦
鯉
が
群
れ
を
な
し
て
、
泳
い
で
い
て
、
立
札
が
あ
 

り
ま
し
た
。
 

「鯉
の
餌
、
十
円
」
 
と
あり
ま
し
た
。
 

マ
 
ジ
 

そ
れ
を
見
た
生
徒
の
一
人
、
真
顔
で
、
十
円
玉
を
池
に
投
げ
て
い
ま
し
 

た
。
 

（
森
 
平
）
 

年
 
月
 
日
 

総

会
、
 

歴
史

探
訪
、
 

講
演
会
、
 

講
師
、
 

発

行
等
 

太
宰
会
に
「
金
木
町
に
疎
開
中
の
太
宰
治
」
 
講
師
 
山
中
正
津
氏
 

「
ふ
る
さ
と
の
か
た
り
べ
」
第
十
二
集
発
刊

ー
 

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
岩
中
佐
智
夫
氏
（
東
京
都
）
来
訪
「
金
木
町
に

つ
い
て
」
木
村
会
長
と
会
話
 

金
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
田
中
良
治
氏
よ
り
本
会
表
彰
受
け
る
 

第
二
十
二
回
定
期
総
会
 

黒
石
方
面
史
跡
巡
り

（
浄仙
寺
、
薬
師
寺
、
こ
け
し
館
）
 

「
嘉
瀬
郷
倉
事
件
」
取
材
に
講
談
社
山
本
徹
美
氏
来
訪
 
岩
村
金
致
氏
宅
取
材
 

同
上
事
件
写
真
撮
影
の
た
め
講
談
社
但
馬
一
憲
氏
来
訪
 

金
木
町
や
さ
し
い
講
座
「
嘉
瀬
八
幡
宮
と
奴
踊
り
」
 
講
師
 
木
村
治
利
氏
 

「
ふ
る
さ
と
の
か
た
り
べ
」
第
十
三
集
発
刊
 

定
例
会
と
忘
年
会

（
反省
会
）
 

新
年
を
語
る
会
 

コ
ロ
ン
ビ
ァ
大
学
田
中
桜
子
氏
「
津
軽
の
民
族
史
と
伝
統
医
療
」
の
調
査
研
究
に
来
訪
 
金
木
町
の
史
跡
 
木
村
会
長
案
内
 

県
立
図
書
館
長
鈴
木
健
二
氏
と
の
懇
談
会
 
木
村
会
長
出
席
 

作
家
鎌
田
慧
氏
、
祥
伝
社
水
無
瀬
尚
氏
「
津
軽
斜
陽
館
」
取
材
に
来
訪
 

第
二
十
三
回
定
期
総
会
 
黒
石
市
青
荷
温

泉
 

黒
石
市
の
史
跡
散
策
を
行
な

う
 

町
公
民
館
サ
ー
ク
ル
交
流
会
に
参
加
 
木
村
、
山
長
、
秋
惣
の
各
氏
 

作
家
鎌
田
慧
氏
「
津
軽
斜
陽
館
」
取
材
の
た
め
再
来
訪
 
渋
川
正
義
氏
、
吉
崎
正
光
氏
 

山
中
長
」
廊
氏
、
江
良
義
秋
氏
、
成
田
亀
逸
氏
宅
取
材
の
た
め
訪
問
。
 
（
木村
会
長
案
内
）
 

「
金
木
の
か
た
り
べ
」
第
十
四
集
発
刊
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」 

津
軽
弁
 
村

の
笑
い
話
一
」
 

「
横
文
字
に

弱
い

母
親

」
 

（
 
一
 

）
 

 

高
校
一
年
生
の
次
男
が
夏
休
み
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
、
ア
メ
リ
 

カ
で
、
留
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
。
 

母
親
は
親
戚
や
近
所
の
人
に
 

「
お
い
の
息
子
ば
、
ァ
メ
リ
カ
ヘ
ホ

ー
ム
H
川
ーに

や
る
ん
ず
」
 
と
自慢
 

げ
に
、
言
い
ふ
ら
し
て
い
ま
し
た
。
 

（
一
 
一
 
）
 

 

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
練
習
に
出
か
け
て
い
た
娘
に
、
友
達
か
ら
電
話
が
あ
 

り
ま
し
た
。
横
文
字
に
弱
い
母
親
は
、
 

「娘
は
今
、
ァ
ク
ロ
バ
ッ
ト
さ
行
っ
て
る
ず
」
 
と
答
えて
い
た
。
 

（
森
 
平）
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